
■中国：7月の消費電力量は前年比4.5％増  

国家能源局は2012年8月14日、7月の電力需給状況を発表した。それによると、7月の消費電力量

は4,556億kWhで、前年比4.5％増加した。1～7月の累計消費電力量は2兆8,332億kWhで同5.4％

増加し、産業別では、第一次産業用は同比0.4％減の589億kWh、第二次産業用は同3.6％増の2兆

981億kWh、第三次産業用は同11.9％増の3,193億kWh、生活用は同12.5％増の3,569億kWhと

なった。1～7月の発電設備の平均稼働時間は 2,645時間で、前年より 122時間減少した。その内、

水力は 135時間増の 1,901時間、火力は 167時間減の 2,907時間であった。1～7月に新規運開した

発電設備容量は2,892万kWで、水力600万kW、火力1,790万kWとなった。 


